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　ない。現在ダンブカrは2台，そめ他2台を有し・前者

　、は山元より9取mの中間貯鉱場（建設中）迄の，後者ほこ

　れよりチkmの東馨円迄の搬出に計画されている。近い

　将来斜里駅より中間貯鉱場迄に省営トラックが通ずるよ

　うである。現在の蓮搬能力は略そ1・500戸）2・ooOt！月で

　ある。労務者は20余各であって，主として道路の修理

　及び鉱石り搬出に携わつているが，、近く数十名に壇員す

　るため山売飯場も略々完成してV・るd

㌧　山元第1現場にば2，000t余の貯鉱を有rし，引き続き

　第1現場を対象としての露天堀採掘を予定している。凱

　に斜里駅迄数テtの邊鉱を見たが，解山地と遠踵離トラッ

　ク輸邊のため，車体の故障・道路爾修理或は燃料入手の

　．困難性が隆路となつてい一るQ

　　　　　　　セ
　　　　　　　　　　　9。結　　言

　　．本鉱山の硫黄隼床は爆裂火口中に在つて，現在もなお

　その生球が行われつつあるQ鎮床下部の探鉱が不充分で，
　　　　　　　、、

　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
その形及び大きさが判然としない。今後の探鉱竜この点

に重点を置ぐ可きで，・差し当り2，3箇所の試錐（特に第

1露頭）が望ましいQ即ち第1露頭乃至第6露頭を通る弱1

線に沼5ものを主≧し，第7・第8露頭のよ複な高品位

鉱床の探鉱を杢考えねばなら加〕。㌧特に第1露頭が翫に

2，000㌻余の採掘を見，且つ剥土作業も進んでいるので，

当面の稼行の対象となるものである。

　現在トラック41台を有して月f，500乃至2，000tの蓮

搬能力を有するので，鉱床を確認するために積極的に各

露頭間の鋼土作業をなし，同時に各期間の坑内作業奪可

能ならしめるため第1露頭の良婬部より堀下げ，更に弱

線方向に水平坑を堀進するζとが望ましい♂こすするこ

とに依つて採掘，搬出を見乍ら探鉱を押』し進めることに

なり，企業も促進されるのではないかと思われるじ

　　　　　　　　　　　　　（昭和24年8月調査）
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　　　　　　　　　1・緒　　冒

　灘賀縣の依嘱により，昭和24年9月土倉鉱山の調査

に從事した。この調査は概査であるQなおこの調査には地

＊木阪支所長

　少匝質月幸長第1雀第5號

質調査所福井技官・高橋事務官・大阪通商産業局鉱山部

の田代・堀井両技官が参加した。調査の結果を報告する。

　　　　　　　　　2。要　レ旨

　今回の調査は・土倉鉱山の外廓を知り得たに過ぎない

が，明かな点について，意見をのべるる

　1）・本鉱床嫡その最盛時に於では，稼行漣押延長

1，080mに及んだが，よそれより114m下底である現在

稼行鑓の薙長は132寅にて，F鉱勢次第に劣勢となりつ

つある。これは探鉱方針が適当でなかつた爲で，鉱床は

下底に於ても，少くとも最盛時時代の鑓押延長以王に亘

るものであると思う。断暦の性質を明確にする事によつ　　’

て，本樋を再びつかみ，鑓押を各うべきである。

　これが爲には現在入坑不能の旧坑取朗けを至急行い，

』地質技衝者による精査を行い，具体的な探鉱方針を立で

るべきである。

　2）東部地域瓦谷鉱床の探鉱失敗の原因は，現在到明

している露頭をもつ七本鑓と誤認した爲であると、思タ。

．本鑓は現露頭南方200mの問に潜在するものと考え

られるoこれが探査の方法としては，次にφべる鉱床の

特性を念頭におき，地表の繕査を行うとともに，東部主

坑の奥の取り明げを行㌧～Fれに対して地質精査を行5

必要がある0

　3）1西部区域大里谷露頭Q探鉱が成功しなかつた原因

37一（297）
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　は，大里谷鉱床の特悔が把握出来なかつ牟爲である。

　’、夫皇谷』鉱床1ま，杉野川本錨及び瓦谷鉱床が大体に於て

　キ＿スラ・一ガーの特性をあらわし，層面に早行した帯中一

　一に胚胎し，’その延長が大体において直線的であるのに反・・

　レ，一つの衝上断層面にそつて形成されたものであると

　患う。

　從つて大里谷鉱床のみは北に30・》70。の傾斜を持ち，

　且つ露頭の延長は直線的でない。「一　・

　4）杉野川本鑓二大里谷間1，200m聞は今回調査，出来

　なかつたが，この聞に於て，杉野川本鑓が大里谷鉱床を

　含む衝上断暦と接触する部分の精査を行わなければなら

・ないoて奥イモ谷の露頭は所謂ボーナイト鉱床の露頭で

［ある事は，地質的に確かで凌〉る）o

　与）これを要するに，新しい構想の下に調査探鉱をな1

．・す琴き宅あつて，旧坑取明けによつて坑内の精査をなし

一
，
（

1）を実行すると同時に，幸いにして全鉱区に亘つて

　1，200分の1地形図が完成されているから，少くともこ

／の範囲内に於て地表の地質調査を行い，（2），｛3），（4）

　を実行すべきであると思5。調査を行5場合の指針とす

　べき事は，，

　《（1）本鑓（広議の本鑓）の上下に来る角岩は特徴あり，

　一つの指針とすち事が出来る。　識

　（2）（1）・の上盤をなす角岩g更に上部ゐ厚い頁岩中に

＼師類遡貫入し・他の胴ではご拶殆んご見
　られない。

より第二通道．に搬出，捲揚1口から選鉱場までの2．1km」、

　　　　ドは電車蓮搬で毒る。

　　　　　　5，地閣形、
　鉱区附近の地形は古生層によつて構成される峻瞼な山、

地であつて，土藏岳（1，002m），横山岳（舌，131m）等が

「鰍てい翻第誰灘杉馴田宇に脚舗て鴨た
め・車馬・トラック等の通行は比較的容易である。

　　　　　　6．地．・質，一　蜜
『鉱床附近の地質は所謂秩父古生暦ば属する角岩・粘板

岩の互層よりなり・時に石雄及び輝緑凝友岩を爽有す

う。これらを貫いて縄緑岩の岩脈がある。

　古生暦は走向N60Q：Eから東西，傾斜は南に70迎》＄碑

を示すが，大里谷颯西に於宅走向が西北西に変る。叉大

里谷第二坑北部に於てのみ，走向北西二南東1北に30～

600の傾斜を示している。一

　　　　　　7・鑛δ床
　鉱床は角岩に挾まれた粘板岩・輝緑凝友岩帯中に，；た

小多数のレンズ状叉は塊状を成して胚胎する。この鉱床

精中は東方瓦谷より大里谷に亘つて延長2．3km　lこ及ぶ

、一連の聲状をなし，略々縮の1走向に滑いN60’》700E殉

の方向に走る。この内現在まで坑道によつて確認された

延長は1，080m，深さはOm坑（通道）上部120m，下』

部114h・である。鉱体の幅員は，膨縮甚だしく，既往

の採掘によれば数十6皿より†数mに及ぶと言われる

が，本調査に郭いて確認した木なるものでは，下四番坑

但し鉱床を胴切る南北性麟暦には・石英細脈が貫入し・，・において幅員5m・延長36mのμンズ状鉱体と・下五

　ているぢ從つて南北性を持つ石英脈は繭切断暦の指針と

　なるo
　　（3）鉱床を胚胎する粘板岩中に1ま，方解石細脈の貫入

　が多く見られ，「他にはこれが殆んどない。

　　　　　　　3．位’置
　　　　　　ひ堂’　　この鉱山は，滋賀縣伊香郡杉野村大字金居原小字出h

　土倉及び土倉に位置する。
　　　　　　　4．＆交遍淫搬　　　’　・

　　北陸本線木之本駅から13・5kmで鉱山事務所に達す

　　　　　　　ゆ　る。こ9間杉野川に滑つて縣道が匪通さ1れて居り㌧國営

　・自動車の便があつて午前と午後のヰ回山元及び木之本駅

　相互より発車ル．交通は便利宅ある。（冬期1月～3月の

　　　　　ろ　』間は積雪の爲交通が杜絶する）。’、

　　鉱山事務所から第二通道坑口の現場事務所及び選鉱所

　までの約500m間もトラッンの通行可能である。

　　鉱石及びその他資材の運搬は山元13。雛m木之本駅

　の架塞索道に依る。索道は途中杉本に中継場を持ち，バ

　ケ，ットは積戴量1／4t，1so個を有し，1時聞15tの輸蓬能

　力があるQ
　　なお現採掘場である第二通道以下の鉱石は・捲揚機に

番坑の幅員6痴ア延長20m以上のレンズ状鉱体で，そ

の他は数十cm，数mの幅員と延長を有するレソズ状鉱、
一
体 叉は塊状体である。

　露頭で確認したものは，瓦谷口に於ける耳谷坑口上，

走向N60・E線上ゐ3体と，大里谷の3体である。瓦

谷のものは東から西へ夫々幅L10m，21c血，30c皿’で

ある。こ詐らの露頭に対する探鉱は行われているが庫功

していないo

　犬里谷に於けるものは東から西へ走向N500W，北

に65。，N600W，北に300・東西，北に700の傾斜を

示し，鑓幅0ム2～1mであるd

　芽れ等の露頭の探鉱も畢成功していないφ，

　なおこれらの外に瓦谷，大里谷を結ぶ延長2．3kmの

間の奥イモボラ・イモボラ・倉谷には露頭が点在すると．．

賃りo　　　　．　　 　　．　　　　　　一
　鉱石は黄鉄鉱と黄銅鉱の細粒が密雑する，もので，著し

く珪化し，斑銅鉱を俘う豊ともあり，稀に閃亜錯寧，金、‘

を含有する。　　　、　　　∵　　　　　1　　一’

　　　　　3．品位及び埋藏量
　現在採掘されている鉱石の李均品位は，銅3％，硫黄’

　　　　　　　　　　　　　　／38一（293）



〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　23％である。埋藏量は今回の調査では明かに成し毎なか　　一及び下二番坑道の排水と共に・第二通洞坑より自然排

　りたo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水とする0

　　　　　　9．、現　　況　　　　　　　　　　　　　通風は自然通風である。

　　a．採鑛・1　　　　　　　　　　　　　　　　　c．蓮　搬
　r採掘詮部機械堀で現在空気圧縮機逸gO馬力1台，50．　現在下四及び五番坑を手押で蓮搬し，40馬力の竪坑捲一

　馬力2台，40馬力1角墾岩機はストーパーCC　lLジ’　で第二通洞まで捲揚げ，蓄電池式那OIf電車で坑外のi選

　ヤックハンマーS49及びS39を用いて採掘している。　．鉱場に搬出する。

　採掘法は上向階段法を採用し，一段毎に廃石を以て採　　　軌條は，第二通洞は30封度を用い，複線であるが，他

　掘跡を充墳し切肋あ安全を保つようにしている。　　　　　は12封度軍線坑道である。

　充填の方法は鉱体の小さいものは隣接母岩を採鉱掘馨　　　　d・選　鑛

“　　レ，その廃石で充填し鉱体の大きいものは上下の水干坑　　　第二通洞より搬出せられた粗鉱は，50馬力捲揚機によ

　道を連絡する坑井を設け，上部坑道準域玉に於ける擦掘　　　り捲揚げられ，「チップラー」を経て粗鉱罎・に入る。1　，

　叉は探鉱掘墾により生ずる廃石をこのシュートに搬入後　　　本選鉱場は・1巳50tの処理能力があ為力1，現在取扱、

　採掘跡の室隙を充填するび　　　　　　　　　　　　　　　鉱量は約30tである。鉱石は先ず「プレーキクラッシャ　’

　　上下坑道の高踵は20mである。　　　　　　　　　　．一J』で破樺の上塊鉢より手選精鉱≧廃石奪抽出する・片

　　第二通洞準』ヒ部は，殆んど採掘済みで，現在は，下四　　匁は「コズゼクラッシャー」で再破陣の上糧鉱と共にfギ

　及び五番坑を探掘中である。　　　　　　　　　　　　　　一ルミル」で磨鉱し，試藥添加の上，銅と硫黄を浮遊せ、

　　b．排水及び逼風，　　　　　　　　　　　　　　　しめ，これを再びrボールミル」にて再磨鉱の上・銅分と・

　　上部坑道の排水は，通洞坑より．自然排水し，現在稼行　　硫黄分を分離する。．選鉱系統図ほ別紙り通φである。　・　　’

　中の下四及び五番坑の排水は，第二通洞準に揚水し下　　（印刷省略）　　　’　　　『（昭和24年9月調査）曜
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　鍋倉蝋石鉱山ば山口縣阿武郡徳佐村字鍋倉に在り，・良。

・質ゐ蝋石を窟出したが，十数年間に亘つて休山Lてい憐

。た。今般日本耐火株式会肚の所有となり・その再興が計

られ，同鉱床の地質調査を行つた。

　本調査は鉱床の賦存耀験に重点をおき地形測量及び舞

内図を作製し，探鉱方針を樹立し癒Q

　鉱麻中生代乃至第三紀に鮒る火成岩ゐ瀞に離，，
する石英粗面岩の低温浅熱水性交代鉱床に属し，・鉱床附　、

近の母岩は珪化並ulに蟷石化両作用が著しく，珪化幣は

侵蝕にたえ露岩をなすことが多い。

　鉱床の分布の特性は，この附近に多数見られる断層及

・び母岩の節理の方向と関係を有し，東西性が顯著である

ととであつて，（1）徳佐一地福両村界山頂の探鉱坑一鍋

倉一野戸原，（2）倉多の諸鉱体及び（各）佐波郡滑一鬼

．ケ高地鉱床は何れも東西方向の直線上に配列されう。　、

　本鉱床はレシズ状鉱暦をなし，走向略々東西，南へ100

、
＄9一（299〉




